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「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
名
門
校
」で
放
映

 

～
バ
ン
カ
ラ
の
昨
今
～

昨
年
６
月
28
日
、
Ｂ
Ｓ
テ
レ
東
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ

名
門
校　
日
本
全
国
す
ご
い
学
校
名
鑑
」
で

本
校
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
俳
優
の
佐

藤
Ｂ
作
さ
ん
（
高
校
19
回
卒
）
を
ゲ
ス
ト
に
、

昔
の
写
真
や
同
窓
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も

と
に
、
バ
ン
カ
ラ
時
代
の
福
島
高
校
に
つ
い

て
振
り
返
る
内
容
で
し
た
。
当
初
、
取
材
や

撮
影
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
現
在
の
福
島
高
校
の
様
子
や
生

徒
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
生
徒
会
長
が
行
い
、

そ
の
他
の
取
材
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
な
ど
、

制
約
が
多
い
中
で
の
番
組
制
作
で
し
た
。
放

送
後
、
全
国
の
同
窓
生
か
ら
当
時
の
福
島
高

校
を
懐
か
し
ん
だ
声
や
、
在
校
生
た
ち
を
応

援
す
る
声
な
ど
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

福
島
高
校
を
全
国
に
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
テ
レ
ビ
東
京
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
そ
し

て
番
組
に
出
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
同
窓
生
の

方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
８
月
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
一
年
延
期
と

な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
そ
し
て
今
年
２
月
に
は
北

京
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
本
校
卒
業
生
の
山
下

潤
選
手
（
高
校
68
卒
）
が
陸
上
男
子
二
〇
〇
Ｍ
の
日
本
代
表

と
し
て
出
場
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
へ
の
出
場
は
、

福
島
高
校
卒
業
生
と
し
て
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
学
校
と

し
て
も
、
大
会
前
に
壮
行
会
を
予
定
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
の
関
係
で
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
７
月
14
日
、

同
窓
会
と
し
て
山
下
選
手
の
活
躍
を
祈
念
し
て
、
山
下
選
手

の
父
で
自
身
も
２
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
経
験
を
持
つ

山
下
訓
史
氏
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
激
励
会
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
学
校
校
門
前
に
、
山
下
選
手
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

を
称
え
る
看
板
を
設
置
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
の
10
月
21
日
、
山
下
選
手
が
来
校

し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
報
告
を
行
っ
た
。
山
下
選
手
は
、

「
高
校
時
代
は
結
果
を
恐
れ
ず
に
、
好
き
な
こ
と
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
大
学
に
行
く
と
自
分
の
世
界
が
広

が
る
が
、
自
分
の
力
を
信
じ
て
、
周
り
に
流
さ
れ
る
こ
と
な

く
進
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
力
強
く
全
校
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
れ
た
。

山
下
選
手
の
活
躍
は
、
在
校
生
の
み
な
ら
ず
同
窓
生
の
誇

り
で
も
あ
り
、
今
後
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
祈
り
た
い
。

column
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自
分
の
力
を
信
じ
て
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さ
る
令
和
３
年
11
月
19
日
に
開

催
さ
れ
た
令
和
３
年
度
福
高
同
窓

会
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
渡
辺
健

寿
前
会
長
の
ご
退
任
を
受
け
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
福
島
高
等
学

校
22
回
卒
の
芳
賀　
裕
で
す
。

先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴

史
と
伝
統
の
あ
る
福
島
高
等
学
校

同
窓
会
の
会
長
職
は
身
に
余
る
重

責
で
あ
り
、
そ
の
重
圧
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
今
後
、
関
係
各
位
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
そ
の
職
責
を
果
た
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
本
校
は
、
明
治
31
年
に

福
島
第
三
尋
常
中
学
校
と
し
て
創

立
さ
れ
て
以
来
、
数
回
の
校
名
改

称
を
経
て
昭
和
23
年
に
福
島
県
立

福
島
高
等
学
校
と
な
り
、
令
和
３

年
に
創
立
１
２
３
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
間
の
卒
業
生
は
３
万

人
を
超
え
、
地
域
を
支
え
、
国
内

外
で
活
躍
す
る
人
材
を
数
多
輩
出

し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
は
、
そ

れ
ら
福
島
県
立
福
島
中
学
校
、
福

島
県
立
福
島
高
等
学
校
の
卒
業
生
、

昨
年
、
11
月
19
日
の
福
島
高

校
同
窓
会
総
会
を
も
っ
て
、
同

窓
会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
１
月
以
来
ほ
ぼ
６

年
に
わ
た
る
会
長
在
任
中
は
、

関
係
各
位
よ
り
特
段
の
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
を
も
ち

ま
し
て
会
長
と
し
て
の
職
責
を

何
と
か
果
た
す
こ
と
が
で
き
た

も
の
と
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
平
成
30
年
10
月
６

日
母
校
創
立
１
２
０
周
年
記
念

式
典
を
は
じ
め
と
す
る
創
立

１
２
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
の
取
り
組
み
が
大
き
な
事

業
で
し
た
。
ま
た
、
同
窓
会
の

継
続
事
業
で
あ
る
梅
を
介
し
た

太
宰
府
天
満
宮
と
の
交
流
が

年
々
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
喜

ば
し
く
思
い
ま
す
。

福
島
高
校
栄
え
よ
永
く

母
校
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

修
学
生
を
会
員
と
し
て
相
互
の
連

絡
と
親
睦
を
図
り
、
併
せ
て
母
校

の
発
展
を
期
し
て
昭
和
26
年
に
設

立
さ
れ
、
歴
代
会
長
を
中
心
と
し

て
、
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
東
日
本
大
震
災
及

び
原
子
力
発
電
所
事
故
の
後
、
辛

い
思
い
を
し
て
き
た
在
校
生
を
元

気
づ
け
る
た
め
本
校
の
徽
章
「
梅

花
」
に
因
み
太
宰
府
天
満
宮
か
ら

「
梅
の
恵
与
」
を
受
け
る
「
飛
梅
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
（
平
成
25

年
度
）、
高
校
16
回
卒
業
生
有
志
に

よ
る
「
一
六
回
奨
学
金
基
金
」
を

も
と
に
、
次
代
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
福

島
県
立
福
島
高
等
学
校
同
窓
会

一
六
回
奨
学
金
」
を
設
立
（
平
成

28
年
度
）
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
例
年
11
月
に
「
同
窓
会

総
会
」
を
開
催
し
、
各
界
で
活
躍

す
る
同
窓
生
を
講
師
に
迎
え
記
念

講
演
や
参
加
者
に
よ
る
懇
親
会
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
全
体
懇
親

会
の
後
、
同
期
の
仲
間
と
２
次
会

に
流
れ
る
青
春
時
代
に
戻
っ
た
よ

う
な
楽
し
そ
う
な
顔
、
顔
、
顔
が

見
ら
れ
ま
す
。
在
校
当
時
の
思
い

出
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
環
境
や

関
わ
っ
た
人
々
、
目
指
そ
う
と
し

た
も
の
等
に
よ
っ
て
様
々
で
し
ょ

う
が
、
疾
風
怒
濤
の
青
春
を
過
ご

し
た
大
切
な
記
憶
が
こ
こ
に
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
者

数
制
限
、
懇
親
会
無
開
催
の
同

窓
会
総
会
が
続
い
て
お
り
残
念
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和
４
年
11

月
の
総
会
に
は
、
是
非
、
大
勢
同

期
の
仲
間
を
誘
い
合
っ
て
ご
参
加

い
た
だ
け
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

お
わ
り
に
、
今
後
、
川
崎
眞
二

元
会
長
、
渡
辺
健
寿
前
会
長
が
お

考
え
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
「
強
固

な
組
織
と
し
て
の
同
窓
会
」
を
目

指
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
役
員
の
皆
様
、関
東
梅
苑
会
（
箱

崎
一
彦
会
長
）、み
や
ぎ
梅
苑
会（
関

口
哲
雄
会
長
）
等
、
関
係
各
位
の

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
た
く
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

創
立
１
２
３
周
年
を

迎
え
た
母
校

退
任
ご
あ
い
さ
つ

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 976,433 976,433 
(2)卒業生入会金 951,000 939,000 H30年度入学生（313名×3,000円）
(3)卒業生年会費 317,000 313,000 H30年度入学生(313名×1,000円)
(4)同窓生会費 2,000,000 2,600,000 会員(985名)
(5)雑収入 50 9 利息
(6)繰入金 1,000,000 1,000,000 母校後援会会計より

合　　計 5,244,483 5,828,442 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 2,761,394 2,761,394 
(2)卒業生会費 317,000 313,000 H30年度入学生（313名×1,000円）
(3)同窓生会費 1,383,000 1,300,000 会員（700名）
(4)返金 0 150,000 R2支出（SS部タイ王国研修に関わる旅費補助）
(3)雑収入 50 24 利息

合　　計 4,461,444 4,524,418 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 4,104,349 4,104,349 
(2)積立金 500,000 500,000 同窓会会費（母校後援会会計より繰り入れ）
(3)雑収入 50 34 利息

合　　計 4,604,399 4,604,383 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 7,000,282 7,000,282 
(2)寄付金 0 0 
(3)雑収入 50 60 利息

合　　計 7,000,332 7,000,342 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 2,947,517 2,947,517 
(2)同窓会梅基金 500,000 500,000 同窓会会費（母校後援会会計より繰り入れ）
(3)雑収入 50 23 利息
(4)寄付 0 2,000 

合　　計 3,447,567 3,449,540 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)飛び梅交際費 550,000 487,527 旅費、接待費、贈答品
(2)飛び梅管理費 60,000 61,050 
(3)予備費 2,837,567 0 

合　　計 3,447,567 548,577 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)後援会費 300,000 693,505 同窓会HP利用・更新、賞状名入れ、記念品

校歌応援歌現代語訳集、東京オリンピック助成等
(2)部活動助成 300,000 110,000 全国大会出場助成等
(3)一般会計 1,000,000 1,000,000 一般会計への繰り入れ
(4)太宰府梅基金 500,000 500,000 太宰府梅基金への繰り入れ
(5)梅苑会館維持管理費 500,000 500,000 梅苑会館維持管理への繰り入れ
(6)会員名簿管理費 720,000 715,550 会員データ管理業務
(8)予備費 1,141,444 0 

合　　計 4,461,444 3,519,055 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)修繕費 500,000 32,560 梅苑会館修繕費（合宿棟2階蛍光灯）
(2)備品費 0 342,320 合宿棟食堂用椅子、テーブル
(3)予備費 4,104,399 0 

合　　計 4,604,399 374,880 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)交付金 3,500,000 500,000 令和3年度交付金（1名）

合　　計 3,500,000 500,000 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 1,684,499 
(2)卒業生入会金 828,000 H31年度入学生（276名×3,000円）
(3)卒業生年会費 276,000 H31年度入学生（276名×1,000円）
(4)同窓生年会費 2,000,000 同窓会会員（約1,000名×2,000円）
(5)雑収入 50 利息
(6)繰入金 500,000 母校後援会会計より

合　　計 5,288,549 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
１.事業費 4,000,000 

(1)総会費 680,000 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 3,000,000 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(3)母校後援費 290,000 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 30,000 

２.運営費 875,000 
(1)会議費 200,000 役員会、幹事会
(2)事務諸費 5,000 文具費
(3)交際費 100,000 関東・みやぎ梅苑会お祝い、職員餞別、その他
(4)慶弔費 20,000 
(5)通信費 40,000 切手、葉書代
(6)旅　費 500,000 関東・みやぎ梅苑会出席者旅費
(7)雑　費 10,000 

３.予備費 413,549 
合　　計 5,288,549 

項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
１.事業費 4,000,000 3,652,807 

(1)総会費 680,000 462,912 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 3,000,000 2,907,415 梅苑会報印刷、郵送代等
(3)母校後援費 290,000 282,480 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 30,000 0 

２.運営費 875,000 491,136 
(1)会議費 200,000 113,080 R2年第２回役員会、R3第1回役員会
(2)事務諸費 5,000 2,263 文具等
(3)交際費 100,000 0 関東・みやぎ梅苑会お祝い、職員餞別、その他
(4)慶弔費 20,000 0 
(5)通信費 40,000 41,803 書類送付代、往復葉書
(6)旅　費 500,000 109,260 関東･みやぎ梅苑会出席旅費
(7)雑　費 10,000 224,730 校歌CD

３.予備費 369,483 0 
合　　計 5,244,483    4,143,943 

令和4年度 一般会計予算書(案) 　令和3年度 一般会計決算書

令和3年度 母校後援会会計決算書

令和3年度 福島高校同窓会梅苑会館維持管理会計決算書

令和3年度 福島高校同窓会一六回奨学金会計決算書

令和3年度 県立福島高校同窓会太宰府梅基金会計決算書

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 1,005,363 
(2)卒業生会費 276,000 卒業生（276名×1,000円）
(3)同窓生会費 1,300,000 同窓会会員（約700名）
(4)雑収入 50 利息等

合　　計 2,581,413 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 4,229,503 
(2)積立金 300,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 50 利息等

合　　計 4,529,553 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 6,500,342 
(2)同窓会寄付金 0 
(3)雑収入 50 利息

合　　計 6,500,392 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 2,900,963 
(2)同窓会梅基金 100,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 50 利息等

合　　計 3,001,013 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)後援会費 300,000 ＨＰ更新、母校への助成等
(2)部活動助成 300,000 全国大会出場の部への激励金
(3)一般会計 500,000 一般会計への繰入金
(4)太宰府梅基金 100,000 太宰府梅基金への繰り入れ金
(5)梅苑会館維持管理費 300,000 梅苑会館維持管理への繰り入れ金
(6)会員名簿管理費 720,000 令和3年度分
(7)予備費 361,413 

合　　計 2,581,413 
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)修繕費 500,000 
(2)備品費 300,000 記念棟大ホール用テーブル
(3)予備費 3,729,553 

合　　計 4,529,553 
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)交付金 3,500,000 令和4年度交付金（7名）
(2)予備費 3,000,392 

合　　計 6,500,392 
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)飛び梅交際費 550,000 交際費、接待費、諸経費等
(2)飛び梅管理費 70,000 肥料・消毒代等
(3)予備費 2,381,013 

合　　計 3,001,013 
項目間の流用をお認め願います。

令和4年度 母校後援会会計予算書(案)

令和4年度 梅苑会館維持管理会計予算書（案）

令和4年度 一六回奨学金会計予算書（案）

令和4年度 太宰府梅基金会計予算書（案）

収入決算額･･･5,828,442円　支出決算額･･･4,143,943円　次年度へ繰越額･･･1,684,499円

収入決算額･･･4,524,418円　支出決算額･･･3,519,055円　次年度へ繰越額･･･1,005,363円

収入決算額･･･4,604,383円　支出決算額･･･374,880円　次年度へ繰越額･･･4,229,503円

収入決算額･･･7,000,342円　支出決算額･･･500,000円　次年度へ繰越額･･･6,500,342円

収入決算額･･･3,449,540円　支出決算額･･･548,577円　次年度へ繰越額･･･2,900,963円

　
令
和
３
年
度
「
福
高
同
窓
会
総
会
」
が
11

月
19
日
18
時
か
ら
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
の
開

催
の
た
め
、
昨
年
度
同
様
、
総
会
・
講
演
会

の
み
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
星
浩
氏
（
高
校
第
26
回
卒
）
に
よ
る
「
日

本
政
治
の
行
方　
総
選
挙
を
受
け
て
」
と
題

し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
総
選
挙
の
結
果

と
そ
の
分
析
、
さ
ら
に
今
後
の
日
本
政
治
の

行
方
に
つ
い
て
、
復
興
問
題
も
含
め
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
６
年
に
わ
た
り
会
長
を
勤
め

ら
れ
た
渡
辺
健
寿
会
長
の
退
任
を
受
け
、
芳

賀
裕
新
会
長
の
選
任
と
新
た
な
役
員
の
委
嘱

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　令和4年度予算書（令和3年９月１日〜令和4年8月31日） 令和3年度決算書（令和2年９月１日〜令和3年8月31日）

同窓会会長
芳賀　裕

（高校第22回卒）

同
窓
会
前
会
長 

渡
辺 

健
寿

（
高
校
第
17
回
卒
）

福高

同窓会総会
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で
想
像
し
た
も
の
で
す
。
い
ず
れ
世

界
に
出
て
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
、
新
聞
記
者
を
目
指
す

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

昔
は
情
報
を
入
手
す
る
ル
ー
ト
と

い
う
か
、
情
報
を
発
信
す
る
も
の
は

テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

当
時
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
、
世
界
各
地
を
取
材

し
た
特
派
員
が
映
像
と
と
も
に
現
地

を
リ
ポ
ー
ト
す
る
『
特
派
員
報
告
』

と
い
う
番
組
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
を
見
て
い
る
と
い
つ
も
衝
撃
を

受
け
、
こ
れ
は
い
つ
ま
で
も
福
島
に

留
ま
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
、
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■	

広
い
世
界
を
求
め

■	

東
京
そ
し
て
米
国
へ

卒
業
し
て
か
ら
福
島
を
出
て
行
く

な
ら
東
京
に
行
き
た
い
、
と
い
う
思

い
で
大
学
進
学
を
目
指
し
ま
し
た
。

最
初
の
年
は
腕
試
し
で
見
事
に
落
ち

て
、
東
京
の
予
備
校
に
入
り
ま
し
た

が
、
半
分
は
福
島
で
勉
強
を
し
て
い

ま
し
た
。
何
人
も
の
同
級
生
が
浪
人

し
て
東
京
で
予
備
校
生
活
を
送
っ
て

い
た
の
で
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
て

い
ま
し
た
。
大
学
に
入
っ
て
か
ら
も

福
島
高
校
の
バ
ン
カ
ラ
な
と
こ
ろ
が

抜
け
な
く
て
、
女
の
子
と
付
き
合
う

と
か
の
軟
派
な
こ
と
は
あ
ん
ま
り
得

意
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

大
学
に
入
学
す
る
と
、
図
書
館
の

規
模
も
蔵
書
数
も
充
実
し
、
勉
強
す

る
環
境
が
整
い
、
立
派
な
先
生
が
た

く
さ
ん
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。『
何

で
も
見
て
や
ろ
う
』
の
本
の
影
響
も

あ
っ
て
、
当
時
は
そ
れ
ほ
ど
一
般
的

で
は
な
か
っ
た
国
際
政
治
を
学
ぼ
う

と
思
い
ま
し
た
。
東
大
で
国
際
政
治

を
や
る
に
は
、
法
学
部
の
政
治
学
科

か
教
養
学
科
の
国
際
関
係
論
コ
ー
ス

の
ど
ち
ら
か
で
し
た
が
、
法
学
部
は

官
僚
を
目
指
す
人
が
多
い
の
で
、
教

養
学
科
の
国
際
関
係
論
コ
ー
ス
に
進

み
ま
し
た
。

―
―
Ｑ
そ
の
後
、世
界
に
向
け
た

　
　
一
歩
を
踏
み
出
す
わ
け
で
す
ね
。

日
ご
ろ
か
ら
新
聞
に
は
よ
く
目
を

通
し
て
い
ま
し
た
し
、
読
ん
で
い
て

面
白
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
３
年

生
く
ら
い
の
と
き
に
、
い
ず
れ
は
新

聞
社
の
入
社
試
験
を
受
け
て
み
よ
う

と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
は
新
聞

社
が
す
ご
い
人
気
企
業
で
、
一
次
試

験
が
２
０
０
倍
く
ら
い
の
競
争
率
で

し
た
。
新
聞
社
も
国
際
化
が
進
み
、

海
外
に
特
派
員
と
し
て
派
遣
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
、
英
語
や
ロ
シ
ア

語
、
中
国
語
な
ど
が
得
意
な
人
や
、

東
京
外
語
大
な
ど
を
出
た
語
学
力
が

あ
る
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

み
ん
な
そ
れ
な
り
の
特
派
員
に
な
り

ま
し
た
。

就
職
し
て
最
初
の
赴
任
地
は
長
野

県
長
野
市
で
、
記
者
を
４
年
間
や
り

ま
し
た
。
仕
事
を
始
め
た
ば
か
り
の

頃
、
た
ま
た
ま
善
光
寺
の
そ
ば
の

ジ
ャ
ズ
喫
茶
で
一
服
し
て
い
た
ら
、

善
光
寺
が
火
事
に
な
り
、
持
っ
て
い

た
カ
メ
ラ
で
自
分
の
ネ
ク
タ
イ
が
焼

け
て
い
る
の
も
気
付
か
な
い
ほ
ど
、

夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
特
ダ

ネ
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
懐

か
し
い
思
い
出
で
す
。

外
国
で
特
派
員
の
仕
事
が
し
た
い

と
幾
度
も
申
し
出
は
し
て
い
た
の
で

す
が
、
結
局
、
本
社
の
政
治
部
に
30

年
在
籍
し
ま
し
た
。
私
が
政
治
部
に

い
た
頃
は
、
大
き
な
事
件
が
よ
く
起

こ
り
世
の
中
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。
政
治
改
革
や
政
界
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
、
自
民
党
か
ら
野
党
へ

の
政
権
交
代
な
ど
次
々
と
世
間
を
賑

わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

ソ
連
が
崩
壊
し
て
国
内
政
治
も
ひ

と
段
落
つ
い
た
、
40
歳
の
頃
に
よ
う

や
く
ワ
シ
ン
ト
ン
に
行
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
赴
任
で
き

た
い
い
機
会
だ
か
ら
と
思
い
、
ア
メ

リ
カ
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
で
語

学
や
ア
メ
リ
カ
政
治
に
つ
い
て
半
年

間
学
び
、
久
々
、
宿
題
に
明
け
暮
れ

る
日
々
を
送
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
や
大
学
の
講
義
を
通
し
て
面
白

い
と
感
じ
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の

人
々
は
と
に
か
く
自
分
の
立
場
を

は
っ
き
り
主
張
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
自
己
紹
介
す
る
と
き

に
「
私
は
○
○
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
所
属
し
て
い
ま
す
」

と
言
う
。
日
本
の
場
合
は
「
私
は
朝

日
新
聞
の
星
で
す
」
と
言
う
。
要
す

る
に
、
ま
ず
自
分
の
名
前
を
紹
介
し
、

次
に
在
籍
し
て
い
る
会
社
を
伝
え
ま

す
。
そ
れ
は
「
自
分
は
今
、
た
ま
た

ま
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
お

り
ま
す
が
…
」
と
い
う
こ
と
を
言
わ

ん
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

大
学
の
授
業
で
は
「
自
分
が
ど
う
い

う
立
場
か
を
自
分
な
り
に
考
え
な
く

て
は
い
け
な
い
」
と
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
言
わ
れ
た
通
り
に
や
り
過
ご
す

の
で
は
な
く
、
自
分
で
自
分
の
価
値

観
を
決
め
て
、
自
分
の
思
い
や
考
え

を
は
っ
き
り
口
に
出
し
て
言
う
こ
と

の
大
切
さ
を
、
日
本
人
は
学
ん
で
も

い
い
と
思
い
ま
す
。

■	

後
輩
た
ち
へ
の

■	

メ
ッ
セ
ー
ジ

福
島
に
は
今
で
も
仕
事
で
行
く
こ

と
が
あ
る
の
で
す
が
、
震
災
で
被
災

さ
れ
た
と
こ
ろ
を
取
材
し
た
時
に

「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」
な
ど
と

励
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
福
島

の
人
は
本
当
に
“
人
が
い
い
”
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
福
島
の
人
だ
か

ら
震
災
以
来
、
長
く
耐
え
我
慢
し
て

い
る
の
だ
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
福
島
県
人
の
強
み
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
そ
う
し
た
こ
と
を
政

治
家
に
も
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
し
、
わ
れ
わ
れ
報
道

に
携
わ
る
者
は
そ
う
し
た
こ
と
を
発

信
し
、
応
援
し
て
い
か
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
仕
事
や
遊
び

で
福
島
に
訪
れ
て
、
福
島
の
“
人
の

よ
さ
”
に
触
れ
、
い
い
感
情
を
抱
い

て
帰
っ
て
い
き
、
そ
う
し
た
気
持
ち

が
人
か
ら
人
に
伝
わ
り
広
が
っ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
仕
事
で
そ
う

し
た
場
面
を
実
際
に
見
て
い
る
の
で
、

そ
の
流
れ
を
広
く
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
我
慢
強
い
福
島
の

人
た
ち
の
頑
張
り
で
、
ふ
る
さ
と
の

復
興
は
い
ず
れ
き
っ
と
成
し
遂
げ
ら

れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

若
い
皆
さ
ん
に
贈
る
言
葉
と
し
て

は
、
ど
ん
な
分
野
で
も
い
い
の
で
、

興
味
を
持
て
る
こ
と
の
勉
強
を
積
み

重
ね
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

た
だ
、
あ
ん
ま
り
背
伸
び
し
て
い
ろ

ん
な
こ
と
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
疲

れ
て
続
か
な
く
な
る
の
で
、
焦
ら
な

い
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。
物
事
は
ど

う
し
て
も
時
間
が
か
か
る
も
の
な
の

で
、
早
く
や
ら
な
け
れ
ば
、
し
っ
か

り
成
果
を
出
さ
な
く
ち
ゃ
、
と
前
の

め
り
に
な
ら
ず
に
、
じ
っ
く
り
構
え

た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
好
奇
心
を

持
っ
て
過
ご
す
こ
と
が
大
事
な
こ
と

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

投
稿
の
俳
句
を
女
房
と
一
緒
に
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
大
学
の
頃
か
ら
文
学

や
芸
術
に
は
縁
遠
か
っ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
使
っ
て
こ
な
か
っ
た
脳
の

一
部
が
再
活
性
化
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
（
笑
）。

関
東
梅
苑
会
だ
よ
り

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
報
道
番
組

で
お
馴
染
み
の
高
26
回
卒
・
星
浩

（
ほ
し
ひ
ろ
し
）
さ
ん
で
す
。
朝
日

新
聞
社
政
治
部
で
の
職
歴
が
長
く
、

現
在
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
報
道
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
福
島
高
校
時
代
の
こ
と
や

仕
事
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
、
ま
た
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
な
ど
に
つ
い
て

貴
重
な
お
話
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て

お
伺
い
し
ま
し
た
。

鈴
木
美
慧
（
高
59
回
）

■	

附
属
中
学
で

■	

サ
ッ
カ
ー
部
立
上
げ

―
―
Ｑ
．幼
少
期
か
ら
の
こ
と
を

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
は
、
福
島
県
の
白
河
市
の
生
ま

れ
で
、
福
島
市
へ
は
３
歳
く
ら
い
の

時
に
家
族
全
員
で
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。
最
初
は
清
水
、
そ
の
後
は
春

日
町
の
公
務
員
住
宅
で
過
ご
し
た
後

に
岡
部
に
移
り
ま
し
た
。
小
学
校
は

文
知
摺
観
音
の
そ
ば
に
あ
る
岡
山
小

学
校
に
通
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
わ

ん
ぱ
く
で
い
た
ず
ら
ば
か
り
し
て
、

魚
を
捕
っ
た
り
野
球
を
や
っ
た
り
し

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
小
学
校
は
田

舎
に
あ
り
ま
し
た
が
、
担
任
の
先
生

の
勧
め
で
附
属
中
学
校
に
進
む
こ
と

を
考
え
て
、
12
歳
に
し
て
初
め
て
受

験
勉
強
を
経
験
し
ま
し
た
。　
　

附
属
中
で
は
当
時
は
な
か
っ
た

サ
ッ
カ
ー
部
を
仲
間
達
と
つ
く
り
ま

し
た
。
小
学
校
３
年
生
の
と
き
に
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
中
学

校
１
年
生
の
と
き
に
開
催
さ
れ
た
メ

キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
日
本
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
は
銅
メ
ダ
ル
を

取
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
の
と
き
に
活

躍
し
た
の
が
釜
本
邦
茂
さ
ん
で
、
未

だ
に
“
日
本
史
上
最
高
の
ス
ト
ラ
イ

カ
ー
”
と
い
わ
れ
、
僕
た
ち
に
と
っ

て
ヒ
ー
ロ
ー
で
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
部

福
高
時
代
に
培
っ
た
知
的
好
奇
心

今
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
に

の
立
ち
上
げ
の
ほ
か
に
も
、
中
学
校

の
先
生
方
に
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
指

導
し
て
い
た
だ
き
、
福
島
高
校
に
進

学
し
ま
し
た
。

■	

知
的
好
奇
心
に

■	

溢
れ
た
福
高
時
代

―
―
Ｑ
．そ
の
頃
の
勉
強
の

　
　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
た

　
　
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

や
っ
ぱ
り
知
的
好
奇
心
で
す
ね
。

例
え
ば
英
語
を
勉
強
し
て
い
く
と
、

少
し
ず
つ
分
か
っ
て
く
る
。
教
科
書

を
読
む
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ち
ょ
っ

と
背
伸
び
し
て
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
な

ど
の
本
を
買
っ
て
読
み
始
め
る
と
、

最
初
は
皆
目
分
か
ら
な
い
の
だ
け
ど
、

辞
書
を
引
き
な
が
ら
読
み
進
ん
で
い

く
と
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
く
る
。
そ

れ
が
何
と
も
楽
し
か
っ
た
。
そ
う
い

う
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
い
く
楽
し
み

が
、
前
に
進
む
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
５
、６
人
の
メ
ン
バ
ー

で
自
主
ゼ
ミ
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
、
大
正
の
代
表
的
な
日
本
文
学

と
し
て
、
夏
目
漱
石
や
森
鴎
外
な
ど

の
作
家
の
名
前
や
、『
吾
輩
は
猫
で

あ
る
』
と
か
『
夜
明
け
前
』
な
ど
の

本
の
名
前
は
よ
く
聞
く
け
ど
、
実
際

は
あ
ん
ま
り
読
ん
で
い
る
わ
け
で
は

な
か
っ
た
の
で
、
自
分
た
ち
で
本
を

読
ん
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
よ

う
な
サ
ー
ク
ル
活
動
で
す
。
週
に
１

回
く
ら
い
み
ん
な
で
集
ま
り
、「
私

は
夏
目
漱
石
を
読
ん
で
こ
の
よ
う
に

思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
発
表
し
合

う
こ
と
を
２
年
ほ
ど
続
け
て
い
ま
し

た
。
大
江
健
三
郎
の
本
な
ど
に
も
挑

戦
し
、
そ
の
自
主
ゼ
ミ
に
は
一
人
の

国
語
の
先
生
が
付
き
合
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
思
い
返
し
て
み
る
と
、
英
語

の
先
生
に
は
と
て
も
レ
ベ
ル
の
高
い

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
数

学
の
先
生
に
難
し
い
問
題
を
持
っ
て

行
き
相
談
す
る
と
、
い
や
実
は
俺
も

分
か
ん
な
い
ん
だ
よ
、
と
一
緒
に
週

末
に
考
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
多
く

の
先
生
に
お
世
話
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

―
―
Ｑ
．知
的
な
好
奇
心
を
満
た
す

　
　
た
め
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
が

　
　
使
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
ね
。

確
か
に
そ
う
で
し
た
ね
。
そ
の
当

時
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
小
田
実
さ

ん
と
い
う
方
が
い
て
、
彼
は
言
語
学

の
専
門
家
で
『
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和

を
！
市
民
連
合
（
ベ
平
連
）』
と
い

う
団
体
を
作
っ
た
市
民
活
動
家
で
も

あ
り
ま
す
。
高
校
生
の
時
、
小
田
さ

ん
が
米
国
留
学
中
に
世
界
を
巡
っ
た

旅
行
記
『
何
で
も
見
て
や
ろ
う
』
と

い
う
本
が
流
行
っ
て
い
ま
し
た
。
世

界
各
地
を
回
っ
て
現
地
の
言
葉
や
風

習
を
ま
と
め
た
も
の
が
当
時
と
し
て

は
珍
し
く
、
そ
う
い
う
ル
ポ
の
よ
う

な
本
が
面
白
か
っ
た
。
本
に
は
映
像

は
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
自
分
の
頭

【プロフィール】
1955年･･･････････ 福島県白河市生まれ
1974年･･･････････ 福島高校卒（26回）
1979年･･･････････ 東京大学教養学部卒
･ （同年）朝日新聞入社
1985年から政治部で首相官邸、自民党、外務省などを担当。
ワシントン特派員、編集委員、オピニオン編集長などを経て、
特別編集委員。
2004－2006年････ 東京大学大学院特任教授
2016年･･･････････ 朝日新聞社退社

現在はTBS「NEWS23」キャスター、コメンテーター。
主な著書に『自民党と戦後』『官房長官･側近の政治学』
『永田町政治の興亡』など。

星 浩さん（高校26回）
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み
や
ぎ
梅
苑
会
だ
よ
り

高
校
20
回
卒
の
関
口
で
す
。
佐
藤
隆
前

会
長
の
後
を
引
き
継
ぎ
就
任
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
任
の
資
質
に
乏
し
い
者
で

す
が
、
皆
様
方
の
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て

務
め
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

母
校
を
卒
業
し
ま
し
て
早
半
世
紀
も
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
在
校
時
の
記

憶
も
薄
れ
て
し
ま
う
齢
と
な
り
ま
し
た
。

思
い
出
を
辿
れ
ば
、
１
学
年
５
０
０
名
を

超
す
男
子
ば
か
り
の
高
校
、
下
駄
で
の
通

学
、
大
学
受
験
を
目
指
す
高
校
生
活
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
人
材
を
輩
出
し

た
歴
史
と
伝
統
に
輝
く
母
校
で
す
。
今

に
し
て
思
え
ば
、
青
春
そ
の
も
の
の
時
代

だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
価
値
あ
る
高

校
生
活
を
送
れ
た
は
ず
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
気
付
く
の
が
遅
か
っ
た
か
な
と
恥
じ

入
る
ば
か
り
で
す
。

翻
っ
て
み
て
現
在
は
、
男
女
共
学
と
な

り
ま
し
て
在
校
生
が
お
互
い
切
磋
琢
磨
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

に
、
応
援
団
の
団
長
も
女
子
生
徒
と
の
姿

を
目
に
し
ま
す
と
、
私
達
の
時
代
は
兎
も

角
、
男
女
共
学
に
相
応
し
い
時
代
の
校
風

が
創
ら
れ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

母
校
の
存
在
感
と
重
み
は
、
在
校
生
の

時
分
や
大
学
を
卒
業
し
て
間
も
な
い
頃
は

特
に
意
識
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
実
社
会
に
入
っ
て
大
分
時
間
が

経
っ
て
か
ら
、
あ
る
い
は
現
役
の
仕
事
を

終
え
て
か
ら
そ
の
価
値
の
大
き
さ
が
分
か

今
年
度
の
み
や
ぎ
梅
苑
会
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
総
会
・
懇
親
会
、

役
員
会
、
と
も
に
中
止
と
な
り
ま
し

た
。２

年
に
一
度
の
「
土
井
晩
翠
先
生

の
つ
く
っ
た
校
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う

の
会
」
も
、
10
回
目
の
節
目
の
会
で

し
た
が
、
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
役
員
改
選
の
年
で
総

会
に
お
い
て
の
承
認
は
い
た
だ
け
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
規
約
に
則
り
役
員

改
選
と
な
り
ま
し
た
。

【
新
任
役
員
】　
敬
称
略

会
長　
関
口
哲
雄
（
高
校
20
回
）

副
会
長　
落
合
敏
伸
（
高
校
19
回　

事
務
局
兼
任
）

副
会
長　
樋
口
康
二
郎（
高
校
28
回
）

事
務
局　
武
藤
寛
之
（
高
校
23
回
）

監
事　
佐
藤
将
嗣
（
高
校
55
回
）

顧
問　
佐
藤
隆
（
高
校
15
回
）

今
年
は
、
福
島
・
関
東
と
も
に
会

長
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
一

同
、
連
携
を
と
り
な
が
ら
同
窓
会
活

動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

る
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
事
実
、
中
堅

を
過
ぎ
た
現
役
時
代
等
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
様
々
な
分
野
の
方
々
と
人
間
関

係
、
縁
を
築
く
場
合
、
大
学
の
み
な
ら
ず
、

高
校
の
母
校
が
ど
こ
な
の
か
で
、
思
わ
ぬ

人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
出
来
た
と
言
う

経
験
を
さ
れ
て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
。

勿
論
、
人
間
関
係
を
結
ぶ
縁
は
、
こ
の

学
び
の
学
縁
だ
け
で
な
く
、
親
子
兄
弟
親

族
の
血
縁
、
育
っ
た
地
域
の
地
縁
、
生
業

と
す
る
職
業
の
職
縁
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ

の
縁
、
さ
ら
に
は
信
仰
の
縁
な
ど
も
あ

り
、
一
つ
の
縁
だ
け
に
固
守
さ
れ
る
方
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
。
要
は
、
母
校
の
縁

は
、
人
間
関
係
を
形
成
す
る
多
様
な
縁
の

一
つ
と
し
て
、
心
に
留
め
置
く
こ
と
が
肝

要
で
は
な
い
か
思
う
の
で
す
。

と
り
と
め
も
な
く
綴
り
ま
し
た
が
、
母

校
の
徽
章
「
梅
花
」
に
つ
い
て
、
付
焼
刃

的
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
元
号
「
令
和
」
が
、
万
葉
集
の

「
梅
花
の
宴
」
に
由
来
し
て
い
ま
す
こ
と

は
、
元
号
制
定
時
の
政
府
の
説
明
か
ら
よ

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

万
葉
集
の
選
者
は
、
大
伴
家
持
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
岡
信

著
に
な
る
岩
波
現
代
文
庫
「
古
典
を
読

む
万
葉
集
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
父
で
あ
り

ま
す
大
伴
旅
人
が
大
宰
府
の
帥
で
あ
り
ま

し
た
時
に
、
大
宰
府
に
務
め
る
配
下
の
官

人
を
集
め
て
、
皆
で
梅
の
花
を
鑑
賞
し
、

三
十
二
首
の
和
歌
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
、
そ

れ
が
第
五
巻
に
採
録
さ
れ
何
故
か
そ
れ
に

序
文
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
一

節
「----

時
に
令
月
、
気
淑
く
風
和
ら
ぎ
、

梅
は
鏡
前
の
粉
を
開
き----

」
の
中
か
ら
、

元
号
「
令
和
」
が
考
案
さ
れ
た
と
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。

母
校
の
徽
章
は
、
ま
さ
に
「
梅
花
」
で

あ
り
、
作
詞
さ
れ
た
土
井
晩
翠
先
生
が
こ

の
こ
と
も
脳
裏
に
思
い
浮
か
べ
、
作
詞
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
逞
し
く
し
て

お
り
ま
す
。
徽
章
が
元
号
と
関
り
が
あ
る

と
思
い
ま
す
と
、
そ
の
重
み
を
一
層
感
じ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
母

校
の
発
展
と
在
校
生
の
学
業
の
益
々
の
向

上
、
各
分
野
に
お
け
ま
す
卒
業
生
の
一
層

の
活
躍
を
心
か
ら
祈
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
は
ま
だ
ま
だ
続
く
よ

う
で
す
。
感
染
防
止
に
一
層
気
を
配
り

な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
時
代
、
Ａ
Ｉ

の
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
こ
の
大
転
換
の
時

代
、
心
の
負
荷
を
軽
く
し
て
い
く
た
め
に

も
、
人
間
社
会
は
人
と
人
と
の
繋
が
り
が

何
に
も
代
え
難
い
大
切
な
も
の
で
あ
る
と

言
う
こ
と
を
確
り
と
受
け
止
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

末
尾
に
当
た
り
、
人
と
人
と
の
縁
を
大

切
に
さ
れ
る
梅
苑
会
の
皆
様
方
の
益
々
の

ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
し
て
、
結
び
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

みやぎ梅苑会新役員
※太字が新役員

顧　問
今野　健一 高  ５
鈴木　征夫 高１２
佐藤　　隆 高１５
歌川　和夫 高１７

会　長
関口　哲雄 高２０

副会長
落合　敏伸（事務局兼任） 高１９
樋口康二郎 高２８
真田　昌行 高３２

事務局長
菅野　剛広 高３４

事務局
落合　敏伸 高１９
武藤　寛之 高２３
上田　信洋 高４３

監　事
竹石　淳一 高３９
鈴木　将嗣 高５５ 会長スリーショット

児玉栄一さん（高36回）
東北大学災害科学国際

研究所兼東北大学大学院
医学系研究科教授

佐藤大介さん（高44回）
東北大学災害科学
国際研究所准教授

板垣勝彦さん（高51回）
横浜国立大学大学院国際
社会科学研究院准教授

パネラーとして参加した同窓生

杉内竜馬さん（高61回）
株式会社リアライブ

ゼネラルマネージャー

「
梅
花
」に
思
う
こ
と

 

み
や
ぎ
梅
苑
会　
関
口 

哲
雄

日程 ： 2022年4月10日（日）
場所 ： グレート仙台カントリー俱楽部
　　　（仙台市青葉区上愛子）
詳細は、「みやぎ梅苑会ホームページ」で
ご確認ください。宮城県のみならず、
同窓生の参加お待ちしております。

コロナ禍、同窓会活動は自粛中ですが、ゴルフ活動は
盛んです。第5回大会日程決定しております。

第5回みやぎ梅苑会
ゴルフ大会のご案内

第4回ゴルフ大会参加者

多
く
の
福
高
生
は
大
学
進
学
を
希

望
し
ま
す
。
そ
し
て
、
受
験
を
終
え

る
と
新
た
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に

期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の

現
在
は
多
く
の
大
学
で
学
生
の
通
学

が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
新
入
生

自
身
で
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
学
習
管
理
シ
ス
テ

ム
：Learning M

anagem
ent 

System

）
等
を
用
い
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
収
集
が
で

き
な
け
れ
ば
不
利
益
を
被
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
通
学
の
機
会
が

少
な
い
た
め
学
内
に
友
人
が
で
き
に

く
い
状
況
に
あ
り
、
学
生
間
で
の
助

け
合
い
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
こ
れ
ま
で
は
大
学
に
通
学
し
て

い
れ
ば
円
滑
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
送
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
な
い
と

円
滑
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
る

こ
と
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
そ

し
て
、
大
学
生
活
を
う
ま
く
ス
タ
ー

ト
で
き
な
い
と
留
年
や
退
学
に
繋
が

り
ま
す
。
一
方
、
首
都
圏
を
含
む
県

外
の
大
学
に
進
学
を
希
望
す
る
場
合
、

各
大
学
お
よ
び
そ
の
地
域
の
状
況
を

福
島
か
ら
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は

難
し
い
た
め
、
県
外
へ
の
進
学
を
諦

め
る
な
ど
保
守
的
な
進
路
の
選
択
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
同
窓
生
と
し
て
、
ま
た
関

東
梅
苑
会
と
し
て
「
そ
ん
な
不
安
要

素
を
で
き
る
だ
け
消
し
て
あ
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
？
」
と
考
え
た
と

き
に
、『
梅
ゼ
ミ
２
０
２
１
』
の
企

画
に
至
り
ま
し
た
。

『
梅
ゼ
ミ
２
０
２
１
』
は
『
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
が
伝
え
る
大
学
の
今—

コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
大
学
受
験
を
乗
り
越
え
よ

う
と
す
る
君
た
ち
へ
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
』
と
い
う
主
題
に
基
づ
き
、

①
「
コ
ロ
ナ
禍
の
大
学
の
現
状
と
こ

れ
か
ら
」
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｂ
の
現
役

大
学
教
員
が
、
②
「
大
学
選
び
に
必

見
、
大
学
生
の
就
活
の
よ
う
す
」
に

つ
い
て
、
Ｏ
Ｂ
の
就
職
サ
ポ
ー
ト
企

業
の
社
員
が
、
③
「
実
際
ど
う
な

の
?! 

現
役
大
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
」
に
つ
い
て
、
現
役
大
学
生

の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
、
２
時
間
に
渡
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
福
高
生
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。
最

後
に
設
け
ら
れ
た
質
疑
応
答
で
は
、

参
加
し
た
福
高
生
か
ら
多
数
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、
活
発
な
交
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

『
梅
ゼ
ミ
２
０
２
１
』
は
現
校
長

で
あ
る
佐
藤
弘
樹
先
生
が
本
企
画
を

快
諾
し
て
下
さ
り
、
菅
野
陽
介
教
諭

お
よ
び
渡
邊
優
輔
教
諭
（
と
も
に
高

54
回
卒
）
が
日
程
等
様
々
な
調
整
を

し
て
く
だ
さ
ら
な
け
れ
ば
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

講
演
者
と
し
て
参
加
し
て
下
さ
っ
た

東
北
大
学
の
児
玉
栄
一
教
授
（
高
36

回
卒
）
と
佐
藤
大
介
准
教
授
（
高

44
回
卒
）、
横
浜
国
立
大
学
の
板
垣

勝
彦
准
教
授
（
高
51
回
卒
）、
株
式

会
社
リ
ア
ラ
イ
ブ
の
杉
内
竜
馬
さ

ん
（
高
61
回
卒
）、
現
役
大
学
生
の

伊
東
憲
翔
さ
ん
、
森
山
耀
介
さ
ん

（
と
も
に
高
71
回
卒
）、
太
田
朝
弓
さ

ん
、
宍
戸
智
子
さ
ん
、
高
橋
楓
果
さ

ん
、
渡
辺
修
也
さ
ん
（
と
も
に
高
72

回
卒
）
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
貴
重
な

お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

関
東
梅
苑
会
は
こ
れ
か
ら
も
『
梅

ゼ
ミ
』
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、

現
役
福
高
生
お
よ
び
同
窓
生
の
た
め

に
な
る
企
画
を
実
施
す
る
な
ど
、
同

窓
会
組
織
と
し
て
更
な
る
発
展
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖 

和
磨
（
高
54
回
）

日時：2022年5月27日（金）
 18時開場
会場：東京グリーンパレス（麹町）
講演：味澤将宏さん（高40回）
 ［Facebook Japan代表］
※新型コロナの感染状況により内容が
変更になる場合があります。詳細は
ホームページをご確認ください。

2022年（令和4年）
関東梅苑祭・合同同期会

関
東
梅
苑
会
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、現
役

福
高
生
に
向
け
た
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト『
梅
ゼ
ミ

２
０
２
１
』を
開
催
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

様
々
な
制
約
を
受
け
て
学
校
生
活
を
送
る
福
高
生

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
い
く

た
め
の一助
と
な
る
こ
と
を
願
い
、同
窓
生
が
オ
ン

ラ
イ
ン
を
通
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。

【
日
時
】２
０
２
１
年
８
月
３
日
14
～
16
時　
【
会
場
】オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）

 
現
役
福
高
生
の
た
め
の

『
梅
ゼ
ミ
２
０
２
１
』開
催

企
画
主
旨

企
画
内
容

『
梅
ゼ
ミ
２
０
２
１
』を
終
え
て

沖 和磨（高54回）



母校だより　　進学展望

大学合格者数（過年度卒を含む）

項 令和
2年

令和
元年

平成
31年

平成
30年

合

格

者

数

国

公

立

大

北 海 道 大 4 3 3 6
岩 手 大 0 1 5 2
東 北 大 35 35 29 34
山 形 大 11 15 19 6
福 島 大 42 37 36 25
茨 城 大 3 6 4 3
筑 波 大 12 8 8 2
宇 都 宮 大 3 8 5 8
埼 玉 大 11 9 13 6
千 葉 大 13 5 13 14
東 京 大 6 8 4 5
東 京 外 語 大 0 2 1 1
東 京 工 業 大 3 0 1 0
一 橋 大 0 2 3 0
横 浜 国 立 大 3 0 2 0
新 潟 大 14 17 31 13
京 都 大 3 2 3 3
そ の 他 35 31 19 38
県 立 医 科 大 22 14 12 18
高 崎 経 済 大 3 0 4 4
そ の 他 16 16 10 11
小 計 239 219 225 199

私

立

大

慶 應 義 塾 大 8 11 5 2
早 稲 田 大 12 15 12 14
中 央 大 26 17 18 19
明 治 大 17 27 16 27
法 政 大 23 11 11 15
立 教 大 7 15 6 7
日 本 大 11 15 15 22
東 北 学 院 大 24 24 22 13
同 志 社 大 2 1 2 8
そ の 他 245 240 192 210
小 計 375 376 299 337

準 大 学 3 0 2 0
短 期 大 学 3 4 1 2
各 種 学 校 1 2 2 2
合 計 621 601 529 540

就 職 1 1 1 3

入試出願状況（現役の延べ数・推薦、AOは含まない）2月14日現在

項 大学名 令和
3年

令和
2年

令和
元年

平成
31年

国

公

立

大

北 海 道 大 8 12 10 23
岩 手 大 6 1 3 7
東 北 大 47 50 59 54
山 形 大 35 22 30 32
福 島 大 52 103 91 91
茨 城 大 11 10 11 17
筑 波 大 9 14 13 17
宇 都 宮 大 7 5 11 8
埼 玉 大 25 17 19 14
千 葉 大 17 22 23 30
東 京 大 7 10 9 14
東 京 外 語 大 1 0 6 1
東 京 工 業 大 2 5 0 5
一 橋 大 1 4 1 4
横 浜 国 立 大 4 4 2 6
新 潟 大 43 32 39 52
京 都 大 4 4 8 6
そ の 他 68 63 62 45
県 立 医 科 大 21 25 17 36
県 立 会 津 大 1 3 4 3
高 崎 経 済 大 7 5 2 9
そ の 他 34 40 25 31

私

立

大

東 北 学 院 大 27 25 25 25
青 山 学 院 大 11 6 10 8
慶 應 義 塾 大 6 8 9 8
上 智 大 15 1 5 3
中 央 大 19 47 36 31
東 京 理 科 大 27 14 21 27
日 本 大 9 10 13 25
法 政 大 30 57 26 40
明 治 大 29 31 35 44
立 教 大 5 22 17 14
早 稲 田 大 11 21 33 39
そ の 他 282 252 328 289

国 立 大 学 合 計 347 378 397 426
公 立 大 学 合 計 63 73 48 79
私 立 大 学 合 計 471 494 558 553
総 計 881 945･ 1,003･ 1,058･
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令
和
四
年
度
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

の
志
願
者
数
は
五
十
三
万
三
百
六
十
七
人

で
昨
年
よ
り
四
千
八
百
七
十
八
人
減
少
し

た
。
な
お
福
島
県
内
で
は
昨
年
度
よ
り

二
百
人
程
度
少
な
い
出
願
数
で
あ
っ
た
。

一
昨
年
ま
で
の
「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
」
が
終
了
し
、
昨
年
よ
り
「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
」
に
変
わ
っ
た
た
め
今
年
度

が
二
回
目
の
試
験
と
な
っ
た
。
昨
年
度
出

題
さ
れ
た
、
対
話
形
式
の
問
題
、
イ
ラ
ス

ト
か
ら
選
ぶ
問
題
、
実
験
を
題
材
と
し
た

問
題
な
ど
が
今
年
度
の
共
通
テ
ス
ト
で
も

出
題
さ
れ
た
が
、
本
校
生
は
落
ち
着
い
て

二
日
間
の
試
験
に
臨
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

全
国
の
科
目
別
平
均
点
で
は
、
昨
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
た
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
リ

ス
ニ
ン
グ
は
平
均
点
が
上
昇
し
上
位
者
が

増
加
、
易
化
し
た
。
逆
に
前
年
並
み
の
難

易
度
だ
っ
た
国
語
や
一
昨
年
難
化
し
た
数

学
Ⅰ
Ａ
・
Ⅱ
Ｂ
は
難
化
し
た
。
特
に
数
学

の
点
数
は
大
幅
に
低
下
し
た
。
理
科
で
は

生
物
と
化
学
の
平
均
点
が
昨
年
度
と
比
較

し
て
下
降
し
た
。
ま
た
、
地
歴
公
民
で
は

日
本
史
の
点
数
が
低
下
し
た
。
こ
の
た

め
、
平
均
点
が
大
幅
に
低
下
し
、
七
科
目

の
平
均
点
（
九
百
点
満
点
）
は
文
系
で
は

四
十
五
点
、
理
系
で
は
六
十
点
程
度
、
昨

年
度
を
下
回
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
結

果
的
に
高
得
点
者
が
少
な
い
得
点
分
布
に

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
理
科
や
地
歴
公
民

の
科
目
に
得
点
調
整
は
行
わ
れ
な
か
っ
た

た
め
受
験
生
に
と
っ
て
は
公
平
な
結
果
に

な
っ
た
と
言
え
る
。

　

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
国
公
立
大

が
堅
調
な
人
気
を
示
す
一
方
、
私
立
大
は
昨

年
度
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と

も
あ
り
昨
年
度
並
み
の
堅
実
な
出
願
を
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
学
部
別
動
向
に
も
変

化
が
見
ら
れ
、
文
系
学
部
で
は
法
学
部
の

志
願
者
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
他
の
学

部
で
は
前
年
に
比
べ
志
望
者
が
少
な
い
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
理
工
系
は
前
年
並
み
だ

が
、
分
野
に
よ
る
差
が
大
き
く
、
情
報
系
の

人
気
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
薬
学
・

農
学
系
統
な
ど
の
志
願
数
が
増
加
し
て
い

る
が
昨
年
度
見
ら
れ
て
い
た
理
高
文
低
の

傾
向
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
文
理
融
合
型
の

学
部
の
人
気
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
本
校
に
お
け
る
志
願
動
向
だ
が
、
国
公

立
で
は
旧
帝
大
を
中
心
と
し
た
難
関
大
学

や
地
域
拠
点
大
学
へ
の
出
願
も
ほ
ぼ
例
年

通
り
だ
っ
た
。
具
体
的
な
出
願
数
に
つ
い

て
は
下
記
の
「
入
試
出
願
状
況
」
に
示
す
。

　
今
年
は
東
北
大
の
出
願
数
は
Ａ
Ｏ
入
試

を
含
め
や
や
減
少
し
た
。
北
海
道
大
も
や

や
減
少
し
た
。
山
形
大
の
出
願
数
は
増
加

し
た
が
、
福
島
大
は
逆
に
大
き
く
減
少
し

た
。
昨
年
減
少
し
て
い
た
新
潟
大
は
今
年

は
出
願
数
が
増
加
し
た
。
ま
た
、
東
京
大
、

京
都
大
、
一
橋
大
、
東
京
工
業
大
と
い
っ

た
超
難
関
校
に
も
多
く
の
本
校
生
が
挑
戦

す
る
。

　
私
立
大
学
で
は
例
年
通
り
首
都
圏
の
大

学
へ
の
出
願
が
多
い
が
、
東
京
理
科
大
、

上
智
大
な
ど
へ
の
出
願
が
増
加
し
た
一
方

で
、
法
政
大
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
な
ど

は
減
少
し
て
お
り
、
以
前
よ
り
少
な
い
出

願
数
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
し
い
入
試
制
度
を
は
じ
め
と
し
て

様
々
な
変
化
が
待
ち
受
け
て
い
る
が
、
福

高
の
精
神
で
あ
る
「
世
の
為
た
れ
」
の
実

現
に
向
け
、
全
国
津
々
浦
々
に
美
し
い
梅

花
を
咲
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

進
路
希
望
の
動
向

ここには載せきれませんが、
その他多くの部が県大会出場、

県大会で活躍をするなど頑張っています。

福島高等学校長
佐藤 弘樹

実
行
の
視
点

部活動成績
福高生の活

躍!!
福高生の活

躍!!

令
和
３
年
度
も
無
事
、
終
わ
り
を
迎

え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
同

窓
会
の
皆
様
の
在
校
生
へ
向
け
た
物
心

両
面
に
わ
た
る
ご
支
援
、
そ
し
て
温
か

い
見
守
り
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
２
年
度
と
も
言
え

る
今
年
度
、
学
校
生
活
で
も
大
き
な

影
響
を
受
け
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
１

年
目
の
経
験
を
活
か
し
「
実
行
」
を
前

提
に
考
え
、
そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要

か
と
い
う
視
点
も
根
付
い
て
ま
い
り
ま

し
た
。
決
ま
っ
た
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
行
の
目
的
を
変
え
る
の
か
、
方
法
は

ど
う
す
る
か
な
ど
、
人
の
数
だ
け
考
え

が
あ
り
、
意
思
決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

に
は
多
く
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要

し
ま
し
た
。
ま
た
保
護
者
の
皆
様
に
も

何
度
と
な
く
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

行
事
で
は
、
入
学
式
で
は
新
入
生
が

第
二
体
育
館
、
保
護
者
は
教
室
で
配
信

を
見
る
形
で
執
り
行
い
ま
し
た
。
２
月

の
地
震
で
第
一
体
育
館
が
被
災
し
た
こ

と
と
密
を
避
け
る
た
め
の
２
つ
が
理
由

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
10
月
実

施
と
な
っ
た
応
援
歌
講
習
は
例
年
通
り

４
月
に
、
広
さ
を
確
保
で
き
る
校
庭
で

実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
生
徒
会
、
応

援
団
や
応
援
委
員
会
が
コ
ロ
ナ
症
対
策

を
考
え
な
が
ら
の
実
施
で
あ
り
ま
し
た
。

８
月
の
梅
苑
祭
は
、
紆
余
曲
折
の
議
論

を
踏
ま
え
、
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
ク
ラ

ス
企
画
を
メ
イ
ン
に
据
え
、
校
内
公
開

の
み
で
実
施
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
準
備

は
御
多
分
に
漏
れ
ず
、
前
日
ま
で
バ
タ

バ
タ
感
満
載
。
し
か
し
本
番
で
結
果
を

残
す
行
動
力
は
さ
す
が
で
す
。
当
日
し

か
知
ら
な
い
文
化
セ
ン
タ
ー
の
長
か
ら

は
、
大
変
な
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
し
か
し
何
に
も
増
し
て
厳

し
か
っ
た
の
は
10
月
の
２
年
生
研
修
旅

行
で
あ
り
ま
す
。
本
校
は
課
題
研
究
の

一
環
で
行
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
ま
ん
延

を
想
定
し
年
度
初
め
に
行
き
先
を
関
西

方
面
か
ら
北
陸
方
面
へ
変
更
し
準
備
を

進
め
ま
し
た
。
し
か
し
８
月
下
旬
に
福

島
市
が
ま
ん
延
防
止
等
重
点
対
策
措
置

の
対
象
と
な
り
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
延

長
さ
れ
ま
し
た
。
県
教
委
と
折
衝
を
重

ね
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
期
限
延
長
で
状
況

の
好
転
を
待
つ
な
ど
最
後
ま
で
手
を
尽

く
し
ま
し
た
が
、
中
止
と
い
う
苦
渋
の

判
断
を
い
た
し
ま
し
た
。
当
事
者
で
辛

い
は
ず
の
２
学
年
は
早
速
に
代
替
行
事

検
討
に
視
点
を
切
り
替
え
、
研
修
部
分

は
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
、
思
い
出
や
楽
し

む
こ
と
に
つ
い
て
は
学
年
企
画
で
実
施

し
ま
し
た
。
あ
の
短
期
間
で
感
情
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
目
的
と
方
法
を
変
更

し
て
企
画
実
行
し
た
経
験
。
人
生
の
糧

と
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

進
路
で
は
、
２
年
目
の
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
の
全
国
合
計
平
均
が
50
点
以

上
下
が
る
と
い
う
極
め
て
難
化
し
た
内

容
と
な
り
、
ま
た
、
東
大
前
で
の
刺
傷

事
件
や
ト
ン
ガ
沖
海
底
火
山
噴
火
、
さ

ら
に
は
直
前
の
大
雪
な
ど
、
多
く
の
想

定
外
の
こ
と
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
本
校
３
年
生
は
目
標
を
見

据
え
て
乗
り
切
り
、
現
在
、
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
を
か
け
て
お
り
、
結
果
が
出
始

め
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
は
ま
だ
続
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
天
変
地
異
は
い
つ
あ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
加
え
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
超
加

速
化
す
る
社
会
の
現
状
。
そ
の
時
々
に

判
断
し
、
行
動
す
る
力
が
必
要
な
時
代

で
あ
り
ま
す
。
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
期
待
さ
れ
る
福
高
生
に
と
っ
て
、
本

校
で
の
学
び
と
今
後
続
く
同
窓
生
と
の

つ
な
が
り
。
こ
れ
は
何
に
も
増
し
て
大

き
な
財
産
で
あ
り
ま
す
。
学
校
番
号
１

番
、
県
の
名
を
冠
す
る
高
校
と
し
て
の

本
校
の
役
割
は
、
伝
統
を
踏
襲
し
つ
つ

も
、
先
取
の
形
で
変
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
温
か
い
目
で
見
守
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

【合唱部】
◦第73回全日本合唱コンクール東北支部大会　高等学校部門　銅賞

【将棋部】
◦第22回東北地区高等学校将棋新人大会　女子個人戦出場　鈴木由香

【囲碁部】
◦第45回全国高校囲碁選手権大会
　女子団体戦出場　佐藤明璃・丹野千咲・七宮百香・内谷空
　女子個人戦出場　丹野千咲

【梅章委員会】
◦第25回全国高校新聞年間紙面審査賞　優良賞
◦第45回全国高等学校総合文化祭　紀の国わかやま総文2021　出場

【スーパーサイエンス部】
◦JSEC2021(第19回高校生・高専生科学技術チャレンジ)
　テレビ朝日特別奨励賞
◦令和３年度　STI･for･SDGs･アワード　次世代賞
◦物理チャレンジ2021　優良賞　出場

【テニス部】
◦東北選抜高校テニス大会　男子団体出場

【弓道部】
◦第51回東北高校弓道選手権代替大会
　令和3年度福島県通信錬成大会　出場

【アーチェリー部】
◦高円宮賜牌　第54回全国高等学校アーチェリー選手権大会
　女子個人出場　丹治彩音
◦令和3年度第36回東北高等学校アーチェリー選抜大会
　女子団体　第3位
　丹治彩音・宍戸琴海・菅野琉夏・清水奏芭

令和３年度主な部活動成績（主に東北大会以上）令和３年度主な部活動成績（主に東北大会以上）



　寄贈図書紹介・同窓会役員および事務局員

会　長 芳賀　　裕 高22
副会長 関口　哲雄 高20
副会長 重富　秀一 高21
副会長 箱崎　一彦 高23
副会長 菅野　日出喜 高23
副会長 高橋　雅行 高24
副会長 丹治　正博 高26

常任理事 磯貝　健郎 高13
常任理事 富田　建一郎 高16
常任理事 長谷川　好美 高17
常任理事 熊坂　英二 高18
常任理事 佐久間　政文 高19
常任理事 佐藤　信雄 高21
常任理事 塚原　眞司 高24
監　事 松野　孝司 高20
監　事 尾形　克彦 高22
理　事 角田　征雄 高12
理　事 三瓶　昌久 高13
理　事 久家　孝夫 高13
理　事 萩原　義弘 高14

田中　訓樹 高22回

鈴木　公一 高32回

国分　　聡 高33回

斎藤　　実 高37回

中原　　勝 高41回

八巻　　勤 高42回

渡辺　洋生 高43回

菅野　祐智 高44回

我妻　　智 高46回

根本　浩之 高46回

富良謝　和信 高48回

菅野　陽介 高54回

渡邊　優輔 高54回

菅野　祐哉 高56回

香野　　学 高56回

折橋　裕光 高29回

令和３年度
同窓会事務局員

令和４年度　同窓会役員

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）

2021.02.12 集英社国語辞典　第3版 森岡健二、他 一ツ橋文芸教育振興会

2021.02.12 カッパ先生のひとりごと
未来を拓く高校生に贈る11の講話 かわかみじゅん 川上純

2021.02.12 永遠の化学物質 水のPFAS汚染 ジョン・ミッチェル、他 藍原幸榮

2021.02.12 いっしょに 2020　　　 ― 高松ボランティア協会

2021.03.10 ルイ・パストゥール　1～3　　　 ルネ・デュボス／著
竹田美文／訳 竹田美文

2021.03.10 感染症半世紀　今なお前線でたたかう
竹田美文が語る　　 竹田美文 竹田美文

2021.03.10 ビジュアルパンデミック・マップ
伝染病の起源・拡大・根絶の歴史　　

サンドラ・ヘンペル
／著　竹田美文、他
／日本語版監修

竹田美文

2021.03.10 人口と健康の世界史 秋田茂、他 竹田美文

2021.03.10 疫病と海 秋道智彌、他 笹川平和財団海洋政策研
究所

2021.03.10 駆けて来た手紙　　　 熊坂義裕 熊坂義裕（福高22回卒）

2021.03.10 郷土料理と生きる　東北編　　　 アイフィス 全国料理業生活衛生同業
組合連合会

2021.03.10 フランクリン・ライブラリー
（※文学全集、40巻）　　　 ― 齋藤浩（福高6回卒）

2021.03.10 20世紀全記録　chronik 1900-1986 講談社 齋藤浩（福高6回卒）

2021.03.10 人類はふたたび月を目指す 春山純一 春山純一（福高35回卒）

2021.03.10
月の縦孔・地下空洞とは何か　月探
査機「かぐや」による縦孔発見から
「Uzume」計画まで　第2版　

春山純一 春山純一（福高35回卒）

2021.04.27
東日本大震災と原発事故からの10年
　災害現場の初動から真の復興、そし
てウィズコロナの未来へ向けて　　

東日本国際大学健康
社会戦略研究所

東日本国際大学健康社会
戦略研究所

2021.04.27
福島環境再生100人の記憶　震災から
10年。100人の証言で綴る福島のこ
れまでとこれから。　　

環境省環境再生・資
源循環局

環境省環境再生・資源循
環局

2021.04.27 FUKUSHIMAの10年　震災・原発事
故に向き合った市民団体50の物語

ふくしま連携復興セ
ンターアーカイブ編
集委員会

ふくしま連携復興セン
ター

2021.04.27 裁かれなかった原発神話
福島第二原発訴訟の記録　　 松谷彰夫 福島県立学校退職教職員

の会

2021.04.27 ほんとうのことば 戸島貴代志 東北大学大学院文学研究
科

2021.04.27 私のモノがたり 東北大学大学院文学
研究科

東北大学大学院文学研究
科

2021.04.27 本田一弘歌集 本田一弘 本田一弘（福高39回卒）

2021.04.27 フィンランドの教育力　なぜ、PISA
で学力世界一になったのか　　 リッカ・パッカラ 福高職員

2021.04.27 考具　　　 加藤昌治 福高職員

2021.04.27 サル化する世界　　　 内田樹 福高職員

2021.04.27 人口減少社会の未来学　　　 内田樹 福高職員

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）

2021.04.27 東大入試に学ぶロジカルライティング 吉岡友治 福高職員

2021.04.27 伊勢物語　現代語訳付き　新版 石田穣二 福高職員

2021.04.27 春秋左氏伝　上・中・下　　　 小倉芳彦 福高職員

2021.04.27 京都のまちなみは、こうして生まれた
　都城・町家・木戸門・火消衆　　 丸山俊明 丸山俊明

2021.06.17 原子力行政のあらまし　令和2年度　
福島県原子力発電所の廃炉に関する取組

福島県危機管理部原
子力安全対策課

福島県危機管理部原子力
安全対策課

2021.06.17 県文学集　第68集　第73回福島県文
学賞受賞作品集　　

福島県文化スポーツ
局文化振興課

福島県文化スポーツ局文
化振興課

2021.06.17 国際地域研究　3　　　
北海道教育大学函館
校国際地域研究編集
委員会

北海道教育大学函館校

2021.06.17 福島原発事故10年検証委員会
民間事故調最終報告書

アジア・パシフィッ
ク・イニシアティブ

アジア・パシフィック・
イニシアティブ

2021.06.17 不思議算・数物語　　　 出久野某 白岩信博

2021.06.17 東日本大震災・原発事故からの
福島市復興のあゆみ　　　

震災の記憶と記録継
承委員 福島市

2021.06.18 Nagasaki：life after nuclear war Susan Southard 福高職員

2021.06.18
Rising from the ashes：a true 
story of survival and forgiveness 
from Hiroshima　　

Akiko Mikamo 福高職員

2021.06.18 A man called Ove：a novel　　 Fredrik Backman 福高職員

2021.06.18 A dog's purpose　　　 W.Bruce Cameron 福高職員

2021.08.24 世界〈47カ国・地域〉の日本語学習
者102人の 「俳句」と日本語の夢 大森和夫、大森弘子 大森和夫、大森弘子

2021.08.24 海洋ガバナンス　海洋基本法制定海の
グローバルガバナンスへ　　 寺島紘士 笹川平和財団海洋政策研

究所

2021.08.24 東アジア海洋問題研究
日本と中国の新たな協調に向けて　　 海洋政策研究所、他 笹川平和財団海洋政策研

究所

2021.08.24 福島の甲状腺検査と過剰診断
子どもたちのために何ができるか　　 髙野徹、他

髙野徹、 緑川早苗、 大
津留晶、 菊池誠、 児玉
一八 

2021.08.24 WE HAVE A DREAM
201カ国202人の夢×SDGs　　

WORLD DREAM 
PROJECT 市川太一

2021.10.12 ヤマトグループ100年史
1919-2019　　

ヤマトホールディン
グス株式会社

ヤマトホールディングス
株式会社

2021.11.16 ベケット氏の最期の時間　　　 マイリス・ベスリー
／著　堀切克洋／訳 堀切克洋（福高54回卒）

2021.11.16 昭和前期の報徳運動と報徳教育　「長
所美点」をめぐる「対話」の教育史 須田将司 須田将司（福高47回卒）

2021.12.20 明治大学応援団100年史　　　 明治大学応援団100
年史編纂委員会

明治大学応援団100周年
事業実行委員会（菅野聡
（福高42回卒））

2021.12.20 希望を握りしめて　阪神淡路大震災か
ら25年を語りあう　　 牧秀一 牧秀一

寄贈図書紹介（令和3年1月～12月）

福島県立福島高等学校同窓会　役員および事務局員

発行人：芳賀 裕　発行日：令和4年3月1日　印刷：㈱日進堂印刷所　　[題字は故若林名誉会長]

（その他多数の寄贈図書をいただきました）

みやぎ梅苑会事務局
〒981-0923　仙台市青葉区東勝山二丁目22-6
TEL.022-275-2887（落合　敏伸）
https://miyagi-baienkai.com

関東梅苑会事務局
〒150-0043　渋谷区道玄坂1-15-3　プリメーラ道玄坂110号信陵会館内
TEL.03-3462-1225　FAX.03-5489-1358（島田　久）
https://www.kantobaienkai.ne.jp

同窓会事務局（福島高校内)
〒960-8002　福島市森合町5-72
TEL.024-535-2391　FAX.024-535-2392
http://www.baienkai.org

理　事 渡辺　博美 高17
理　事 横山　純 高17
理　事 木戸　孝志 高17
理　事 小林　勇一 高17
理　事 勢島　　昇 高18
理　事 斎藤　高紀 高18
理　事 本多　純一郎 高19
理　事 花井　宣明 高20
理　事 伊藤　幹夫 高20
理　事 網代　智盟 高21
理　事 佐々木　孝司 高21
理　事 中田　茂実 高21
理　事 黒澤　信雄 高22
理　事 大野　順道 高22
理　事 木村　豊 高22
理　事 村上　正文 高23
理　事 江口　　淳 高23
理　事 穂積　寿男 高23
理　事 鈴木　浩一 高23
理　事 渋谷　修一 高24

理　事 石原　裕人 高24
理　事 高荒　俊勝 高24
理　事 渡辺　　久 高25
理　事 高橋　通夫 高25
理　事 後藤　忠久 高26
理　事 土屋　牧雄 高26
理　事 武藤　進 高26
理　事 阿部　芳和 高27
理　事 鈴木　眞一 高27
理　事 片平　　淳 高28
理　事 五十嵐　俊道 高28
理　事 今関　達也 高28
理　事 加藤　勇治 高29
理　事 金子　弘保 高29
理　事 土田　淳 高29
理　事 加藤　孝一 高30
理　事 島田　　久 高31
理　事 八子　直樹 高31
理　事 大和田　利明 高31
理　事 太田　英晴 高31

理　事 樋口　幸一 高32
理　事 藤野　　貴 高32
理　事 篠木　雄司 高33
理　事 吉成　健二 高33
理　事 関根　英樹 高33
理　事 渡辺　健二 高33
理　事 手塚　徹 高34
理　事 菅野　剛広 高34
理　事 鈴木　宏幸 高36
理　事 阿久津　順二 高37
理　事 黒森　陽一 高37
理　事 板垣　隆 高37
理　事 大槻　剛人 高37
理　事 三浦　康伸 高39
理　事 日下　直哉 高39
理　事 佐藤　智宏 高39
理　事 引地　孝之 高44
理　事 吉田　大樹 高45
理　事 遠藤　武義 高52


